
　

限
界
集
落
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
集
落

人
口
の
50
％
以
上
を
占
め
、
集
落
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
集
落
に

使
わ
れ
る
言
葉
だ
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
地
域
防
災
の
取

り
組
み
が
叫
ば
れ
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
が
進
ん
だ
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
や

福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
、

今
後
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う

課
題
を
生
ん
だ
。

　
現
在
、
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
ん
で

い
る
。
少
子
高
齢
化
は
、
介
護
保
険
や
国

民
健
康
保
険
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
影
響

し
始
め
て
い
る
。
核
家
族
化
が
進
み
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
こ
と

で
孤
独
死
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
大
津
町
は
元
気
だ
―
。
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
時
代
が
叫
ば
れ
る
現
在
で
も
こ

の
町
は
、
人
口
は
増
加
し
、
高
齢
化
率
も

18
・
６
％
と
ま
だ
ま
だ
低
い
値
を
示
し
て

い
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
元
気
な
う
ち
に
福
祉
や
防

災
に
つ
い
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
、
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う
。

も
は
や
対
岸
の
火
事
で
は
な
い

　

大
津
町
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は

６
６
３
人
。
世
帯
割
合
で
は
５・
５
％
を

占
め
る
。
高
齢
者
夫
婦
な
ど
の
世
帯
は

８
２
１
世
帯
あ
り
、
両
世
帯
を
合
わ
せ
る

と
１
，
４
８
４
世
帯
に
な
り
、
実
に
全
世

帯
の
12
％
を
占
め
る
。
さ
ら
に
介
護
認

定
者
は
１
，
１
４
０
人
。
障
害
者
は
１
，

５
６
３
人
。
一
人
親
世
帯
な
ど
は
２
９
６

共
助
は
情
報
交
換
が
鍵
を
握
る

　
も
し
災
害
が
起
き
た
と
き
、
自
分
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
や
消
防

士
が
助
け
に
来
る
こ
と
を
待
っ
て
い
て
も

間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
―
。「
自
助
」

や「
公
助
」で
対
応
で
き
な
い
場
合
は「
共

助
」
が
必
要
不
可
欠
だ
。
こ
れ
か
ら
は
、

共
に
助
け
合
う
と
い
う
考
え
方
が
、
さ
ら

に
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

世
帯
あ
る
。
こ
れ
を
全
て
合
計
す
る
と
、

数
字
的
に
は
町
の
世
帯
数
の
３
割
を
超
え

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
10
年
に
は
、
県
内
で
１
６
９
人

だ
っ
た
孤
独
死
は
、
平
成
19
年
に
は

４
８
６
人
に
増
加
し
た
。
自
助
―
自
分

た
ち
の
こ
と
は
自
分
で
守
る
こ
と
―
が

非
常
に
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

さ
ら
に
共
助
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。

　
も
し
、
隣
近
所
の
付
き
合
い
が
少
な
い

地
域
だ
と
、隣
に
誰
が
住
ん
で
い
る
の
か
、

何
人
住
ん
で
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
。

誰
を
助
け
て
い
い
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い

の
だ
。

　
例
を
挙
げ
よ
う
。阪
神
淡
路
大
震
災
時
、

あ
る
地
域
に
若
者
が
住
む
寮
が
あ
っ
た
。

そ
の
地
域
は
住
民
同
士
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
合
う
、
つ
な
が
り
が
深
い
地
域
だ
っ
た

が
、そ
の
若
者
た
ち
は
あ
い
さ
つ
を
せ
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、大
震
災
が
起
き
る
。

地
域
の
人
た
ち
は
互
い
に
協
力
し
、
情
報

交
換
を
行
い
、
必
死
に
助
け
合
っ
た
。
し

か
し
、
地
域
の
人
は
若
者
た
ち
を
助
け
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
省
い
て
し
ま
っ
た
若
者
た
ち
の

情
報
を
地
域
の
人
は
持
っ
て
い
な
か
っ

た
。
若
者
た
ち
は
「
共
助
」
に
頼
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
ほ
ど
、
共

助
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
密
接
な
関

係
に
あ
る
。
共
に
助
け
合
う
に
は
、
情
報

交
換
や
つ
な
が
り
が
必
要
な
の
だ
。

地
区
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
大
事

　
上
の
表
は
、
大
津
町
の
各
行
政
区
の
総

人
口
と
高
齢
者
数
、
高
齢
化
率
を
ま
と
め

た
も
の
だ
。
自
分
の
地
域
の
状
況
を
確
認

し
て
ほ
し
い
。
高
齢
化
率
だ
け
で
も
こ
の

よ
う
な
興
味
深
い
数
字
が
出
て
く
る
。
ま

ず
は
、
地
区
の
状
況
、
情
報
を
知
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
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地区名 地区
人口

65歳以上
人口

高齢化率
（％）

内　牧 208 67 32.2
外　牧 168 59 35.1
錦　野 251 88 35.1
鳥子川 66 27 40.9
岩　坂 594 187 31.5
瀬　田 117 45 38.5
大　林 646 193 29.9
吹　田 229 83 36.2
森 357 112 31.4
上陣内 247 60 24.3
中陣内 544 124 22.8
下陣内 601 131 21.8
鍛　冶 622 74 11.9
町 275 95 34.5
下　町 261 86 33.0
中　島 156 53 34.0
上猿渡 81 25 30.9
下猿渡 100 32 32.0
御所原 126 44 34.9
馬　場 154 35 22.7
宮　本 183 40 21.9
多々良 102 28 27.5
仮　宿 108 33 30.6
古　城 31 12 38.7
米　山 26 13 50.0
真　木 229 94 41.0
御願所 114 43 37.7
上　中 230 80 34.8
下　中 290 70 24.1
片　俣 165 67 40.6
小　林 188 70 37.2
今　村 146 50 34.2
杉　下 225 70 31.1
杉　上 254 97 38.2
上の原 197 34 17.3
源　場 374 80 21.4
護　東 34 12 35.3

地区名 地区
人口

65歳以上
人口

高齢化率
（％）

つつじ台 869 109 12.5 
桜丘団地 504 95 18.8 
大津東 1,572 312 19.8 
立　石 350 98 28.0 
後　迫 797 144 18.1 
上　鶴 928 202 21.8 
上鶴南 521 135 25.9 
上大津 658 131 19.9 
楽　善 647 120 18.5 
日吉ヶ丘 537 53 9.9 
西　嶽 189 59 31.2 

水源町西窪 200 53 26.5 
松古閑塘町 260 88 33.8 
中　央 473 99 20.9 
中学通り 632 83 13.1 
駅　通 328 93 28.4 
室　東 901 138 15.3 
室　北 1,280 184 14.4 
室　西 1,177 190 16.1 
北出口 372 36 9.7 
あけぼの 1,175 67 5.7 
灰　塚 277 79 28.5 
新 1,632 153 9.4 

引　水 1,269 191 15.1 
高尾野 427 98 23.0 
新小屋 138 37 26.8 
引水東 1,597 87 5.4 

美咲野一丁目 843 31 3.7 
美咲野二丁目 636 38 6.0 
美咲野三丁目 934 26 2.8 
美咲野四丁目 94 3 3.2 
若草児童学園 38 0 0
三気の里 74 3 4.1 
つくしの里 53 10 18.9 
ルレーブ高尾野寮 143 0 0 
つつじ山荘 108 108 100 
老人ホーム 28 28 100 
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